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 ３－１－２,３教職員構成・採用教員数

(２)教職員構成 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成28年５月１日現在）

学

長

副
学
長

教

授

准
教
授

講

師

助
　
教

助

手
計

局

長

事
務
職
員

そ
の
他

計

1 1 41 31 19 36 2 131 1 73 1 75 206

学　 長 1 1

副学長 1 1

文化学部 11 11 3 0 0 25

看護学部 12 7 6 23 0 48

社会福祉学部 6 5 6 8 0 25

健康栄養学部 4 3 3 3 2 15

大学院 3 2 0 0 0 5

地域教育研究センター 5 1 1 0 0 7

総合情報センター 0 1 0 1 0 2

健康長寿センター 0 1 0 1 0 2

(３)平成２８年度新規採用教員数

0 0

合　　　計 5 4 3 7 0 19

　健康長寿センター 0 0 0 0

内

訳

1

　学長

1

0

　看護学部

　文化学部

0

0

1

1 0

1

1

　地域教育研究センター

　社会福祉学部

　看護学研究科

1

0

20

0

0

0

0

教　　授

0

2

准教授

0

1

2

3

6

40

0

0

0

合

計

助　教 助　 手講　 師 計

教　　　　　　　員 事　務　局　職　員

1

0

1

1

0

0

1

5

区
　
分

現　　　員

　健康栄養学部

学　長

　総合情報センター 0 0 0 0 0 0

　人間生活学研究科 1 0 0 0 0 1
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３－２－１　教員（学部）

２　教　　員（平成28年度末）
職　名 氏　　名 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

学　長 南　裕子
カリフォルニア大学サン
フランシスコ校院看護学
部博士課程修了

看護学博士

　○健康栄養学部

職　名 氏　　名 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教 授 稲井　玲子
徳島大学大学院栄養学
研究科修了

博士（農学）
（愛媛大学）

栄養教育 ・食育を通しての体づくり（食品の機能性に関する研究）

教 授 村上　尚
熊本大学大学院医学研
究科中途退学

博士（医学）
（徳島大学）

人体の構造と機能、疾
病論、生体科学実験・
実習

・生活習慣病の細胞生物学的解析

教 授 渡邊　浩幸
岩手大学大学院連合農
学研究科修了

博士（農学）
（岩手大学大学
院）

食品学、食品機能学
・エネルギー代謝調節機能を有する食品の意義
・栄養機能探索
・食品の保存と加工

教 授 和田　安彦
秋田大学大学院医学研
究科修了

博士（医学）
（秋田大学）

健康栄養学基礎、健康
情報論実習、公衆衛生
学、地域健康論、地域
医療論、環境衛生学実
習、疫学（看護）、介護
論、食と介護（実習）、
卒業研究

・コホートを用いた循環器疾患・生活習慣病の疫学
・過疎地の死生観と在宅死、老衰死
・口腔衛生における噛みごたえのある食品の活用
・災害時における水の確保と野生食材の活用
・給食施設等の衛生管理と労働衛生
・Wolfram症候群の実態調査・職業性ストレスと過労死
・エネルギー制限による老化制御・紫外線防御と教育
・カフェイン摂取と各種の依存症問題
・自転車の安全利用
・健康食品等のリスクコミュニケーション

准教
授

荒牧　礼子
高知県立大学大学院
人間生活学研究科博士
後期課程

博士（生活科学）
（高知県立大学）

公衆栄養学、公衆栄養
学実習、地域公衆栄養
学臨地実習

・ライフステージ別でみた食事調査法に関する研究
・脂肪エネルギー比を用いた食物摂取状況の分析
・料理書籍の出版数の推移からみた食生活スタイルに
関する研究
・勤労者世帯の生活習慣と指導効果に関する研究
・若年成人の食物摂取に関する研究

准教
授

鈴木　麻希子
岐阜大学大学院医学系
研究科医科学専攻修了

博士（医学）
（(岐阜大学）

基礎栄養学、応用栄養
学、教育実習（家庭科）

・食物アレルギー
・翻訳後修飾 (メチル化アルギニン) の生理的役割
・加工食品中のリンの定量

准教
授

西岡　道子
鳥取大学大学院連合農
学研究科修了

博士（農学）
（鳥取大学）

調理学、調理学実習
・加熱調理における魚肉のビタミンB12含量 について
・調理における野菜の葉酸含量について

講 師 島田　郁子
高知女子大学大学院
人間生活学研究科　修
士課程

修士（学術）
（高知女子大学）

給食経営管理

･イスラム教徒の断食による生活リズムの変化とその修復
・クックチルシステムの有効性に関する研究
・高齢者の給食喫食率向上の試み－肉軟化剤等による
検討－

講 師 竹井　悠一郎

徳島大学大学院　栄養
生命科学教育部　人間
栄養科学専攻
博士後期期課程修了

博士（栄養学）（徳
島大学）

 臨床栄養学

・骨外軟組織に発現する破骨細胞を標的とした栄養学
的アプローチ
・食事を主体とした口腔ケアの研究
・腸内細菌叢の新規解析法の樹立

講 師 廣内　智子
高知県立大学大学院
人間生活学研究科　博
士後期課程修了

博士(生活科学)
(高知県立大学)

臨床栄養学実習、臨床
栄養学臨地実習

・災害時の栄養管理について

助　教 隅田　有公子

高知女子大学　人間生
活学研究科　人間生活
学専攻　博士前期課程
修了

修士（学術）
（高知女子大学）

臨床栄養学実習等
臨床の場で行われている経腸栄養剤の半固形化法の
問題解析と標準化法の提案

助　教 田中　守

川崎医療福祉大学大学
院医療技術学研究科健
康科学専攻博士後期課
程修了

博士(健康科学)
(川崎医療福祉大
学大学院)

生化学実験、基礎栄養
学実験等

・食物アレルギー
・食物依存性運動誘発アナフィラキシー
・食物由来成分の抗アレルギー作用

助　教 沼田　聡

徳島文理大学大学院人
間生活学研究科食物学
専攻博士前期課程修了
（論文により博士号取
得）

博士（学術）
（徳島文理大学）

給食経営管理実習、給
食経営管理臨地実習、
環境衛生学実習、地域
実践栄養学臨地実習

・1型糖尿病関連自己抗体に対する超高感度酵素免疫
測定法の開発
・卵白アレルゲンに対する超高感度酵素免疫測定法の
開発

助 手 川村　真美
高知女子大学家政学部
食物栄養学科卒業

食品学実験、食品衛生
学実験

・食品の機能性評価について
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３－２－１　教員（学部）

職　名 氏　　名 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

助 手 彼末　富貴
高知女子大学家政学部
食物栄養学科卒業

調理学実習，生体科学
実験・実習

・土佐の伝統食

職　名 氏　　名 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教 授 五百蔵　高浩
兵庫教育大学大学院連
合博士課程単位取得退
学

博士（学校教育
学）
（兵庫教育大学）

英語音声学
英語科教育法

日本人英語学習者の第2言語音韻および語形成能力
習得研究
コーパス言語学的アプローチによる英語学習語彙に関
する研究

教 授 井上　次夫
大阪外国語大学大学院
外国語学研究科日本語
学専攻修士課程修了

修士（言語・文化）
（大阪外国語大
学）

国語科教育法
日本語における様式的位相の研究
言語教育におけるWeb教材の開発

教 授 芋生　裕信
関西学院大学大学院文
学研究科博士課程単位
取得退学

文学修士
（関西学院大学）

日本近現代文学演習 小川国夫の研究、志賀直哉の研究

教 授 岩倉　秀樹

広島大学大学院社会科
学研究科法律学専攻博
士課程後期単位取得退
学

法学修士
（広島大学）

日本国憲法
文化と人権
文化と統治システム

表現の自由、選挙法

教 授 大井　方子
東京大学大学院　経済
学研究科第2種博士課
程単位修得退学

修士（経済学）
（東京大学）

経済学、社会調査基礎
論、社会調査論、地域
産業論、地域つくり専
門演習など

技術革新、教育と労働に関する実証研究

教 授 大村　　誠

京都大学大学院理学研
究科
博士後期課程単位取得
退学

博士（理学）
（京都大学）

地域防災論、地域文化
論、観光と自然環境
（共通）自然災害と防災
の科学

・防災全般（防災教育、地域防災、災害看護支援）
・人工衛星/ 航空機搭載合成開口レーダー（SAR）の応
用
・理科・科学教育、サイエンスコミュニケーション

教 授 小長谷　悠紀
立教大学大学院　観光
学研究科博士課程後期
課程単位取得退学

博士（観光学）
（立教大学）

観光学総論、観光まち
づくり論、観光産業論な
ど

・観光都市、観光まちづくりの計画・デザイン
・観光文化研究（観光地形成過程、他者寛容性の高い
風土・都市空間）

教授 高西　成介
広島大学大学院文学研
究科博士課程後期単位
取得満期退学

修士（文学）
（広島大学）

中国文学講読
六朝志怪小説、唐代伝奇小説の解読、およびそれらの
作品を通して当時の社会・文化、および人々の心性の
解明

教 授 橋尾　直和
東京都立大学大学院人
文科学研究科博士課程
単位取得退学

教育学修士
（鳴門教育大学）

日本語言語文化論演
習

東アジアにおける地域言語（日本語諸方言・アイヌ語・
琉球語）の文化環境言語学的研究

教 授 東原　伸明
国学院大学大学院文学
研究科博士課程単位取
得退学

博士（文学）
（名古屋大学）

平安朝文学演習
古事記、土左日記、源氏物語の語りと言語・テクスト分
析

教 授 三浦　要一

大阪市立大学大学院生
活科
学研究科後期博士課程
修了

博士（学術）
（大阪市立大学）

住文化論、景観文化論
・伝統的集落・町並みの保存と生活空間計画
・歴史的建造物の復元に関する調査研究
・大阪の都市空間に関する住居史的・都市史的研究

准教
授

飯髙　伸五
東京都立大学大学院社
会科学研究科博士課程
単位取得退学

博士（社会人類
学）
（東京都立大学）

文化人類学、民俗学、
観光文化論

旧南洋群島における日本統治経験に関する歴史人類
学的研究、アジア・太平洋戦争の記憶に関する民族誌
的研究、アジア・太平洋地域における観光と文化復興に
関する研究、沖縄出身者の同郷者集団の比較研究

准教
授

宇都宮　千穂
京都大学大学院経済学
研究科博士後期課程修
了

博士（経済学）
（京都大学）

文化政策学
地域づくり論

近現代における企業城下町形成
都市的生活様式とコミュニティ形成に関する研究

准教
授

金澤　俊吾
東北大学大学院情報科
学研究科博士後期課程
修了

博士（情報科学）
（東北大学）

英語学
英語における形式と意味との対応関係に関する研究
英語における形容詞が関わる構文の意味的ネットワーク
に関する研究

准教
授

菊池　直人
京都産業大学法学部法
学研究科博士後期課程
単位取得満期退学

修士（法学）
京都産業大学

文化と権利、生活と法
文化

生命保険契約における被保険者の法的地位

准教
授

清水　直樹

立命館大学大学院　政
策科学研究科　政策科
学専攻博士課程後期課
程修了

博士（政策科学）
（立命館大学）

政治学、地域分析論、
地方自治論、地域づく
りフィールドスタディなど

政治制度が公共政策や社会経済に与える影響

准教
授

鳥飼　真人
関西大学大学院文学研
究科英文学専攻後期博
士課程修了

博士（文学）
（関西大学）

英文化・文学史、英語
コミュニケーションなど

・近現代英文学と西洋思想との関係について
・現代西洋文学理論の再評価、当該理論を活用した大
学における文学教育の意義の再検討

○文化学部文化学科
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３－２－１　教員（学部）

職　名 氏　　名 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

准教
授

根岸　忠
上智大学大学院法学研
究科博士後期課程満期
退学

修士（法学）
（法政大学）

労働契約と法文化、社
会保障と法文化

企業年金の減額・廃止、障害者雇用、訪問介護労働者
の労働条件保護

准教
授

向井　真樹子

ニューカッスル大学大
学院
School of English &
Linguistics

博士（言語学）
（ニューカッスル
大学）

対照言語学、比較言語
学、言語教育実践論研
究、英語学専門演習、
英語コミュニケーション
Ｉ、日本語ＩＩ

生成文法における英語、スカンディナビア諸言語族、ロ
マンス諸語、日本語の複合語の普遍的特徴
外国語学習者の言語特徴と習得理論（特に生成文法）

准教
授

山口　善成
筑波大学大学院博士課
程文芸言語研究科

博士（文学）
（筑波大学）

米文化・文学史、米文
化・文学論、国際文化
専門演習

初期アメリカの歴史記述、名声と創作

准教
授

吉川　　孝
慶應義塾大学大学院文
学研究科哲学倫理学専
攻後期博士課程修了

博士（哲学）
（慶應義塾大学）

哲学・倫理学 現象学派の倫理学、生き方の哲学、ケアの哲学

准教
授

ヨース・ジョエ
ル

ルーヴェンカトリック大
学日本学科　博士課程
修了

博士（日本学）
（ルーヴェン大学
ベルギー）

日本思想史 自由民権運動、近代思想における「自由」

講 師
オバーグ・アン
ドリュー

レ―ディング大学文学
研究科学語学教育課程
修了、ウェールズ大学
文学研究科哲学課程修
了

英語教育修士（Ｍ
Ａ）、応用哲学修
士（ＭＡ）、哲学修
士（ＭＰｈiｌ）

英 語 ラ イ テ ィ ン グ 、 ス
ピーキング、教育法、異
文化理解

自己、美術哲学、倫理学

講 師 梶原　太一
同志社大学大学院商学
研究科商学専攻博士課
程後期課程修了

博士(商学)
(同志社大学)

NPO論、キャリアデザイ
ン論、キャリア形成論、
ビジネスリテラシー

投資の見返り（ROI）の多様な計算方法、複式簿記情報
と資本コスト情報の固有価値、人間の計数能力形成と
発達に関する歴史・制度的研究

講 師 溜　和敏
中央大学大学院法学研
究科政治学専攻博士課
程後期課程修了

博士（政治学）
（中央大学）

国際関係論、国際開発
論 、 グ ロ ー バ ル ス タ
ディー

現代の大国間国際政治におけるインド

　○看護学部看護学科

職　名 氏　　名 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教　授 池添　志乃
高知女子大学大学院健
康生活科学研究科博士
後期課程修了

博士（看護学）
（高知女子大学）

学校保健・基礎看護学
さまざまな健康レベルにある子どもと家族の生きる力を
支えるケアについての研究、家族の生活の再構築に関
する研究

教　授 池田　光徳
岡山大学大学院医学研
究科博士課程修了

医学博士（岡山大
学）

専門基礎医学
代謝異常症、角化細胞の生物学、皮膚アレルギー、転
写因子、褥瘡、皮膚機能検査

教　授 内田　雅子
日本赤十字看護大学大
学院博士課程修了

看護学博士（日本
赤十字看護大学）

臨床看護学・慢性病看
護学

慢性透析者における生活の再編成
慢性看護実践における事例研究法の再構築
チーム・プロセスに焦点化した継続教育プログラム

教　授 大川　宣容
高知県立大学大学院健
康生活科学研究科博士
後期課程修了

博士（看護学）
（高知県立大学）

フィジカルアセスメント
Ⅱ・治療援助論Ⅰ・急
性期看護論・回復期看
護援助論・急性期看護
援助論・クリティカルケ
ア看護論　など

・悲嘆ケアに関する研究
・治療期にある患者・家族の体験に関する研究

教　授 田井　雅子
高知県立大学大学院健
康生活科学研究科博士
後期課程修了

博士（看護学）
（高知県立大学）

精神看護学
精神障害者の地域生活に向けた援助、統合失調症患
者のセルフマネジメントに関する、災害後の家族のレジ
リエンスを促進する看護に関する研究

教　授 竹﨑久美子
高知女子大学大学院健
康生活科学研究科博士
後期課程修了

博士（看護学）
（高知女子大学）

老人看護学

高齢者の「居がい」について、
小規模デイサービスの場づくりとケア効果、
高齢患者の自宅退院支援プログラムの開発、
認知症高齢者の術後安静をより安楽に保つためのケア
開発、
南海トラフ巨大地震準備期における災害看護

教　授 時長　美希
高知女子大学大学院健
康生活科学研究科博士
後期課程修了

看護学博士
（高知女子大学）

地域看護学

「アウトリーチ活動を基盤とした地区活動モデルの構築」
「脆弱性を有する家族への支援活動ガイドラインの開発
と地域母子支援システムの構築」
「災害後における家族レジリエンスを促す看護支援モデ
ルの構築とその活用」

教　授 長戸　和子
高知女子大学大学院健
康生活科学研究科博士
後期課程修了

博士（看護学）
（高知女子大学）

基礎看護学・家族看護
学

病者特に慢性疾患患者とその家族への看護、家族マネ
ジメント力に関する研究
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３－２－１　教員（学部）

職　名 氏　　名 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教　授 中野　綾美
日本赤十字看護大学大
学院看護学研究科博士
課程満期退学

看護学博士
（日本赤十字看護
大学）

小児看護学
研究成果を実践に根付かせるための専門看護師を活
用した臨床－研究連携システムの構築、病気の子ども・
家族の医療への参画に関する研究

教　授 野嶋佐由美
カリフォルニア大学サン
フランシスコ校看護学部
博士課程修了

看護学博士
（カリフォルニア大
学）

基礎看護学
精神看護の看護介入・家族看護の看護介入・看護教育
カリキュラムの開発・継続教育のカリキュラムの開発

教　授 藤田　佐和
聖路加看護大学大学院
看護学研究科博士後期
課程修了

博士（看護学）
（聖路加看護大
学）

総合看護学・がん看護
学

研究－臨床連携システムによるがん患者の在宅移行エ
ンパワーメント看護介入の評価研究
がんと認知症を併せもつ高齢がん患者の緩和ケアと認
知症ケアの統合ケアモデルの開発

教　授 森下　安子
東京医科歯科大学医学
系研究科博士前期課程
修了

看護学修士
（東京医科歯科大
学）

在宅看護学
在宅生活の継続と自立を支援するケアマネジメント技
術、在宅移行を支援に関する研究、災害看護支援ネッ
トワークに関する研究

教　授 山田　　覚
東海大学大学院工学研
究科博士課程修了

工学博士（東海大
学）

看護システム論、人間と
看護、人間工学

看護管理システムの分析と設計、看護サービスの質の
向上と安定、
災害看護支援ネットワークに関する研究

准教
授

内川　洋子
高知県立大学大学院健
康生活科学研究科博士
後期課程修了

博士（看護学）
（高知県立大学）

看護管理学

看護におけるリーダーシップについて（看護師長、中堅
看護師、看護師のリーダーシップ）、看護におけるチー
ムワークについて、看護師に対するチームワーク教育プ
ログラムの開発

准教
授

瓜生　浩子
高知県立大学大学院健
康生活科学研究科博士
後期課程修了

博士（看護学）
（高知県立大学）

基礎看護学
病気や障害をもつ人とともに生きる家族の体験や家族
のもつ力、家族への看護援助に関する研究

准教
授

川上　理子
高知県立大学大学院看
護学研究科博士後期課
程修了

博士（看護学）
（高知県立大学）

在宅看護学
高齢者の在宅療養における家族介護者の看取り、地域
を基盤とした在宅移行支援システムの開発、訪問看護
師の質保証のためのプログラム検討

准教
授

神原　咲子

岡山大学大学院医歯学
総合研究科国際環境科
学講座公衆衛生学博士
課程修了

医学博士
（岡山大学）

災害看護学
平時の地域モニタリングを有する減災看護モデルの構
築

准教
授

佐東　美緒
広島大学大学院医学系
研究科博士前期課程保
健学修士課程修了

保健学修士
（広島大学）

小児看護学
NICUを退院したこどもとその家族を支える看護に関する
研究

准教
授

嶋岡　暢希
日本赤十字看護大学大
学院看護学研究科修士
課程修了

看護学修士（日本
赤十字看護大学）

母性・助産看護学
乳児期の子どもをもつ親のMastery獲得を促進する看護
援助

准教
授

森本　悦子
千葉大学大学院看護学
研究科博士後期課程修
了

看護学博士（千葉
大学大学院）

がん看護学

・がん治療を継続する患者への看護
・地域でがん治療を受ける高齢患者への看護
・外来通院がん患者の主体性を活かして行う実践のた
めの外来看護師育成プログラムの洗練

講　師 有田　直子
高知女子大学大学院看
護学研究科修士課程修
了

修士（看護学）
（高知女子大学）

小児看護学 病気を持つ子どもと家族の意思決定に関すること

講　師 石川　麻衣
千葉大学大学院看護学
研究科博士後期課程修
了

看護学博士
（千葉大学）

地域看護学

公衆衛生看護の展開方法に関する研究
行政保健師の機能・役割および活動の特質に関する研
究
災害時の保健活動に関する研究

講　師 井上　正隆
高知県立大学大学院健
康生活科学研究科博士
後期課程修了

博士（看護学）
（高知県立大学）

急性期看護学

①ストレスバイオマーカーを用いた周手術期患者のスト
レスの測定
②急性期看護におけるケアデザインの習得を促進する
教授方法の開発
③一般市民にとって実施可能な胸骨圧迫法の実験研
究デザインを用いた検討

講　師 高谷　恭子
高知女子大学大学院健
康生活科学研究科博士
後期課程修了

 博士（看護学）
（高知女子大学）

小児の健康と看護、小
児看護援助論、看護セ
ミナーⅤ、保育学

病いとともに生きる子どもと家族が辿る軌跡に関する研
究
臓器移植を受ける子どもの家族に関する研究
子どもセルフケアに関する研究

講　師 山中　福子
高知女子大学大学院看
護学研究科修士課程修
了

修士（看護学）
（高知女子大学）

慢性期看護学
○　慢性腎臓病をもつ人への看護に関する研究
○　慢性心不全をもつ人への看護に関する研究

講　師 渡邊　美保
高知県立大学大学院看
護学研究科博士後期課
程修了

博士（看護学）
（高知県立大学）

生活援助論Ⅰ・老人看
護実践論・地域学実習
Ⅰ

高齢者のリロケーションを支援する看護ケア

助　教 井上　さや子
高知県立大学大学院看
護学研究科博士前期課
程修了

修士（看護学）
（高知県立大学）

精神の健康と看護・看
護セミナーⅣ

神経性無食欲症の身体感覚・自己・自我に注目した看
護介入を明らかにすること
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３－２－１　教員（学部）

職　名 氏　　名 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

助　教 岩井　弓香理
高知県立大学大学院看
護学研究科修士課程修
了

修士（看護学）
（高知県立大学）

基礎看護学
脳血管障害による後遺症をもつ人の家族への看護につ
いて

助　教 岩崎　順子
高知女子大学大学院看
護学研究科修士課程修
了

修士（看護学）
（高知女子大学）

母性看護学
低出生体重児を抱える母親のMaternal Confidenceにつ
いての研究

助　教 大西　ゆかり
高知県立大学大学院健
康生活科学研究科博士
後期課程修了

博士（看護学）
（高知県立大学）

慢性期看護学
リンパ浮腫のリスクリダクションを推進するための『看護ケ
ア指針』の開発

助　教 岡本　麻由美
高知女子大学大学院看
護学研究科修士課程修
了

修士（看護学）
（高知女子大学）

老人看護学 要介護高齢者の『安心』を支えるケア

助　教 小澤　若菜
高知女子大学大学院看
護学研究科修士課程修
了

修士（看護学）
（高知女子大学）

地域看護学 生活習慣病予防、働く人の健康づくりに関する研究

助　教 川本　美香
高知県立大学大学院看
護学研究科修士課程修
了

修士（看護学）
（高知県立大学）

地域看護学
大腸がん検診の精密検査を受診した人の行動　/　大
腸がん検診精密検査受診促進のための看護ケア/保健
師による地区活動

助　教 小原　弘子
高知女子大学大学院看
護学研究科修士課程修
了

修士（看護学）
（高知女子大学）

在宅看護学

在宅移行支援に関する事
訪問看護師と介護職との協働に関すること
訪問看護師対象のシミュレーション教育に関すること
在宅療養者の褥そう予防に関すること

助　教 西塔　依久美
富山大学大学院医学薬
学教育部修士課程修了

医科学修士
（富山大学）

急性期看護学

トリアージナース育成に関する研究
JTAS開発ならびにトリアージデータベース構築に関する
研究
トリアージのアウトカムリサーチ・アウトカムマネジメント
救急外来トリアージの看護ケアモデル開発に関する研
究　など

助　教 坂元　　綾
高知女子大学大学院看
護学研究科修士課程修
了

修士（看護学）
（高知女子大学）

基礎看護学
在宅酸素療法を要するCOPD患者の社会参加を促進
する看護支援プログラムの開発

助　教 塩見　理恵
高知県立大学大学院看
護学研究科博士前期課
程修了

修士（看護学）
（高知県立大学）

老人看護学
地域で生活精神障がい者のストレングスを高めるケアに
取り組んでいる看護師の姿勢を明らかにする

助　教 庄司　麻美
大阪府立大学大学院看
護学研究科博士前期課
程修了

看護学修士
（大阪府立大学）

がん看護学
治療期の進行肺がん患者の呼吸困難感をマネジメント
する統合的看護介入モデルの開発

助　教 高樽　由美
高知県立大学大学院看
護学研究科博士後期課
程修了

博士（看護学）
（高知県立大学）

慢性期看護学
1型糖尿病患者の療養体験に関する研究
 糖尿病患者のフットケアに関する研究

助　教 田之頭　恵里
高知県立大学大学院看
護学研究科修士課程修
了

修士（看護学）
（高知県立大学）

小児看護学 臓器移植を受けた子どもや家族に関する研究

助　教 佃　雅美
高知県立大学大学院看
護学研究科修士課程修
了

修士（看護学）
（高知県立大学）

急性期看護学 ICU看護師の姿勢に関する研究

助　教 永井　真寿美
高知県立大学大学院看
護学研究科博士前期課
程修了

修士（看護学）
（高知県立大学）

基礎看護学・家族看護
学

家族形成期にある家族のヘルスリテラシーに関する研
究
シミュレーション教育を活用して行う助産師教育に関す
る研究

助　教 西内　舞里
高知女子大学大学院看
護学研究科修士課程修
了

修士（看護学）
（高知女子大学）

母性・助産看護学 糖尿病合併妊婦と夫の妊娠期の協働に関する研究

助　教 槇本　　香
高知女子大学大学院看
護学研究科修士課程修
了

修士（看護学）
（高知女子大学）

精神看護学
精神科における入院医療と地域医療の連携に関するこ
と
災害時における家族のレジリエンスに関すること

助　教 三好　美映子
香川大学大学院医学系
研究科修士課程修了

看護学修士
（香川大学）

母性・助産看護学
働く女性の妊娠・出産・育児に関すること
女性のメンタルヘルスケアに関すること

助　教 山口　智治
愛知県立大学大学院看
護学研究科修了

修士（看護学）（愛
知県立大学大学
院）

基礎・家族看護学
障がいのある家族員を内包する家族への看護に関する
研究
家族と看護師とのパートナーシップに関する研究
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３－２－１　教員（学部）

職　名 氏　　名 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

助　教 吉岡　理枝
高知女子大学看護学研
究科地域在宅老人在宅
看護CNSコース修了

看護学修士 在宅看護学 在宅での看取り

特任
教授

畦地　博子
高知女子大学大学院健
康生活科学研究科博士
後期課程修了

博士（看護学）
（高知女子大学）

精神看護学 精神科看護師のケア技術に関する研究

特任
教授

中山　洋子
Oregon Health
Sciences 大学博士課程
修了

看護学博士
（Oregon Health
Sciences大学）

精神看護学・災害看護
学

東日本大震災における放射線災害とメンタルヘルスケ
アに関する研究
看護におけるClinical Judgmentに関する研究
看護師の看護実践能力の発達過程と評価方法に関す
る研究
精神障害者のSelf-care Assessment Tool の開発とその
臨床活用
精神障害者の退院促進・地域ケアのあり方に関する研
究
キャリア後期看護師の実践能力の開発とその活用

特任
講師

NgatuNlandu
Rojer

高知大学医学部大学院
総合人間自然科学研究
科医学専攻博士課程修
了

医学博士
（高知大学医学
部）

公衆衛生学

Global Health
Occupational, Environmental Skin and Lung diseases
(Allergy, Pneumoconiosis).
Disaster Management

特任
助教

橋本　理恵子
神戸市看護大学大学院
看護学研究科博士前期
課程修了

看護学修士
（神戸市看護大
学）

がん看護学
化学放射線治療を受ける患者と看護師との協働的パー
トナーシップに基づく看護支援について

　○社会福祉学部社会福祉学科

職　名 氏　　名 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

教　授 杉原　俊二
香川医科大学大学院医
学研究科環境生態系専
攻博士課程

博士（医学）
（香川医科大学）

児童福祉論・面接技法
ナラティブアプローチによる対人援助、自分史分析とそ
の応用

教　授 田中　きよむ
京都大学大学院経済学
研究科博士後期課程単
位取得退学

経済学修士
（滋賀大学）

社会保障論、福祉行財
政と福祉計画、公的扶
助論、権利擁護論

人間発達理論に基づく社会保障制度の再構築、「小さ
な拠点」を軸とする住民共生型地域づくりの形成要因と
持続モデル、地域福祉計画に基づく住民主体の福祉型
地域づくりの形成要因と発展プロセス

教　授 長澤　紀美子
新潟大学大学院現代社
会文化研究科博士後期
課程修了

博士（学術）
（新潟大学）

国際福祉論、現代社会
と福祉、女性福祉論

欧米（特にイギリスを中心とした）介護政策の動向、福祉
（介護）サービスの評価・アウトカム評価、行政評価、
NPM（ニュー･パブリック･マネジメント）政策の保健医療
福祉分野への適用、性的少数者の人権と支援

教　授 林　美朗
富山医科薬科大学医学
部北海道大学大学院文
学研究科

博士（医学）（文
学）
（北海道大学）

精 神 医 学 、 精 神 保健
学、人体の構造と機能
及び疾病

芸術精神医学（病跡学・芸術療法学）、仏教社会福祉
学、社会精神医学、精神病理学、精神医学史学、精神
科診断学

教　授 丸山　裕子
大阪府立大学大学院社
会福祉学研究科博士後
期課程修了

博士（社会福祉
学）（大阪府立大
学）

精神保健福祉援助技
術総論・福祉研究法入
門

ソーシャルワーク実践過程研究　①ソーシャルワーク実
践方法（利用者参加と地域生活支援）の開発　②ソー
シャルワーカーの実践的コンピテンスの開発

教　授 宮上　多加子
高知女子大学大学院健
康生活科学研究科博士
後期課程修了

博士（社会福祉
学）
（高知女子大学）

介護過程・認知症の理
解・発達と老化の理解

福祉分野の専門職養成教育とキャリア意識

准教
授

鈴木　孝典

大正大学大学院人間学
研究科博士後期課程福
祉・臨床心理学専攻修
了

博士（人間学）
（大正大学）

精神保健福祉論・精神
保健福祉援助実習

精神障害者の居住支援に関する研究、障害者ケアマネ
ジメント従事者の養成に関する研究、PSWの実践評価
に関する研究

准教
授

中嶌　洋
上智大学大学院総合人
間科学研究科博士後期
課程単位修得満期退学

博士（医療福祉
学）（国際医療福
祉大学）

児童家庭福祉論、子育
て 支 援 論 、 現 代 社 会
論、相談援助演習Ⅲ、
相談援助実習指導Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲ

・戦後日本のホームヘルプ事業史研究
・地域共生社会及び地域包括支援に関する総合的研
究
・福祉系公開講座の内容及び運営に関する総合的研
究
・質的研究法の開発に関する研究

准教
授

西内　章
関西福祉科学大学大学
院社会福祉学研究科博
士後期課程修了

博士（臨床福祉
学）（関西福祉科
学大学）

事例研究法・相談援助
実習指導

多職種連携を活用したソーシャルワークの展開方法に
関する研究、エコシステム視座に基づくソーシャルワー
ク実践の支援ツールに関する研究

准教
授

西梅　幸治
京都府立大学大学院福
祉社会学研究科博士後
期課程修了

博士（福祉社会
学）（京都府立大
学）

相 談 援 助 の理 論 と 方
法・相談援助実習指導

ソーシャルワークにおけるエンパワメント実践に関する研
究、エコシステム視座に基づくコンピュータ支援ツール
の研究

准教
授

山村　靖彦
高知県立大学大学院健
康生活科学研究科博士
後期課程修了

博士（社会福祉
学）
（高知県立大学）

地 域 福 祉 の理 論 と 方
法・コミュニティソーシャ
ルワーク

社会的孤立の防止に寄与する社会関係資本の形成と
評価に関する研究、「小さな拠点」を軸とする地域づくり
に関する研究
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３－２－１　教員（学部）

職　名 氏　　名 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

講　師 井上　健朗
法政大学大学院人間社
会研究科福祉社会専攻

修士（福祉社会）
（法政大学）

医療福祉論 保健医療
サービス

医療保健分野のソーシャルワーク方法論に関する研究
患者会などの当事者活動と専門職の関係に関する研究

講　師 河内　康文
高知県立大学人間生活
学専攻博士後期課程修
了

博士（社会福祉
学）
（高知県立大学）

介護 の基 本・ コミ ュニ
ケーション技術・障害の
理解

介護人材の育成に関する研究

講　師 遠山　真世
東京都立大学大学院社
会科学研究科博士課程
修了

博士（社会福祉
学）（東京都立大
学）

障害者に対する支援と
障害者自立支援制度・
相談援助実習指導

障害者の雇用促進・就労支援にかんする研究

講　師 鳩間　亜紀子
日本福祉大学大学院福
祉社会開発研究科博士
課程修了

博士（社会福祉
学）（日本福祉大
学）

高齢者福祉論Ⅰ、相談
援助演習

・訪問介護サービスにおける生活援助のあり方
・訪問介護員が行う援助の可視化

講　師 福間　隆康
広島大学大学院社会科
学研究科博士課程後期
マネジメント専攻修了

博士（マネジメン
ト）
（広島大学）

福祉サービスの組織と
経営

障害者雇用の組織マネジメントに関する研究

講　師 三好　弥生
高知県立大学人間生活
学専攻博士後期課程修
了

博士（社会福祉
学）
（高知県立大学）

介護過程・生活支援技
術・医療的ケア・高齢者
福祉論

高齢者の看取りに関する研究

助　教 稲垣　佳代
高知女子大学大学院人
間生活学研究科修士課
程修了

修士（社会福祉
学）
（高知女子大学）

精神保健福祉援助技
術各論

精神障害者の就労支援に関する研究

助　教 上田　恵理子
立命館大学大学院応用
人間科学研究科修士課
程修了

修士（人間科学）
（立命館大学）

生活支援技術・介護総
合演習

認知症高齢者のケアに関する研究

助　教 片岡　妙子
高知大学大学院総合人
間自然科学研究科看護
学専攻

修士（看護学）
（高知大学）

医療的ケア・生活支援
技術

介護福祉士による医療的ケア実施に関する研究

助　教 加藤　由衣
京都府立大学大学院福
祉社会学研究科博士後
期課程修了

博士（福祉社会
学）
（京都府立大学）

相 談 援 助 の理 論 と 方
法・相談援助実習指導

スクールソーシャルワークにおける省察的実践の研究

助　教 鈴木　裕介
高知県立大学人間生活
学専攻博士後期課程修
了

博士（社会福祉
学）
（高知県立大学）

医療ソーシャルワーク
論

中山間地域で暮らす高齢者の医療福祉ニーズに関す
る研究、ソーシャルワークにおけるアドボカシー実践に
関する研究

助　教 田中　眞希
高知女子大学大学院人
間生活学研究科修士課
程修了

修士（社会福祉
学）
（高知女子大学）

生活支援技術・介護総
合演習

介護職の養成教育及び現場教育とキャリア意識

助　教 二本柳　覚

日本福祉大学大学院社
会福祉学研究科福祉マ
ネジメント専攻修士課程
修了

修士（福祉マネジ
メント）
（日本福祉大学）

精神科リハビリテーショ
ン学

質の高い社会福祉専門職養成教育のあり方に関する研
究

助　教 橋本　力
大阪市立大学大学院生
活科学研究科後期博士
課程　単位取得後退学

博士（学術）
（大阪市立大学）

社会調査の基礎 高齢
者に対する支援と介護
保険制度

ケアマネジメントにおけるインフォーマル・サポート活用
に関する研究、
社会福祉専門職者のワーク・ライフ・バランスに関する研
究

【 地域教育研究センター 】

職　名 氏　　名 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

 教 授 一色　健司
京都大学大学院理学研
究科博士後期課程単位
取得退学

 理学博士（京都
大学）

基礎化学、地球の科学
・環境水中の微量元素を指標とした環境動態の解明・
微量元素の超高感度分析法・存在状態の解析法の開
発

教 授 宇野　浩三
北海道大学大学院工学
研究科博士後期課程単
位取得退学

工学博士（北海道
大学）

居住環境論、住まいと
健康と安全、住居学

・住まい・まち・環境教育
・水切瓦・水切庇と土佐漆喰
・住宅・住様式の地域性
・住宅・住環境におけるユニバーサルデザイン

教 授 清原　泰治
筑波大学大学院修士課
程体育研究科体育方法
学専攻

体育学修士（筑波
大学）

健康スポーツ科学Ⅰ・
Ⅱ

・1950～60年代における市町村民運動会の社会的機能
に関する研究
・高知県の中山間地域の活性化と大学教育

教 授 羽田　行男
早稲田大学大学院教育
学研究科博士課程後期
単位取得退学

教育学修士（東京
学芸大学）

発達心理学、教育心理
学、
教育相談論、生徒指導
論

・教育相談における心理臨床にもとづいた事例研究
・発達に課題がある子どもに対する心理学的教育方法
の研究

准教
授

鈴木　康郎
筑波大学大学院博士課
程教育学研究科単位取
得満期退学

教育学修士（筑波
大学）

教育原理、教師論、道
徳教育論、人権教育に
関する科目、地域学実
習

・アジアの教育制度に関する国際比較研究
・アジアにおける多文化教育に関する研究
・教育を通したヒトの国際移動、国際交流に関する研究
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３－２－１　教員（学部）

職　名 氏　　名 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

講師 野辺　陽子
東京大学大学院人文社
会系研究科博士課程修
了

社会学博士（東京
大学）

基礎ジェンダー学
ジェンダーとキャリア

・家族の多様化に関する社会学的研究
・要保護児童の実態と対応に関する自治体間格差の社
会学的研究

特任
教授

佐藤　恵里
早稲田大学大学院文学
研究科芸術学専攻修士
課程修了

博士(文学)（早稲
田大学）

日本文化論、日本近世
文学特論

俄・歌舞伎研究

【 総合情報センター 】

職　名 氏　　名 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

准教
授

風間　裕
北海道大学大学院理学
研究科博士課程修了

理学博士（北海道
大学）

物理学通論，量子物理
学

・コンピュータを用いた物理学の教材開発・軽い核の構
造解析

助教 名和　真一
京都大学大学院理学研
究科博士後期課程単位
取得退学

理学博士（京都大
学）

情 報 処 理 概 論 、 コ ン
ピュータリテラシ

・核力と量子色力学（QCD)、計算機物理

【 健康長寿センター 】

職　名 氏　　名 最終学歴 学　位(大学名） 主たる担当科目 現在の研究テーマ

特任
准教
授

森下　幸子
高知女子大学大学院看
護学研究科修士課程修
了

修士（看護学）
（高知女子大学）

訪問看護

在宅療養者を抱える家族のFamily　Strengths に関する
研究
医療ニーズの高い在宅療養者の家族の強みを支援す
る看護介入プログラムの開発

特任
助教

野村　陽子
兵庫県立大学大学院看
護学研究科修士課程修
了

看護学修士
（兵庫県立大学）

訪問看護
高齢者の生活に関すること
訪問看護や地域ケアに関すること
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３－２－２教員（大学院）

  【 大学院 】（平成28年度末）

　○看護学研究科看護学専攻＜博士前期課程＞

領　域 職　名 氏　　名 主たる担当科目

－ 教　授 藤　田　佐　和 がん看護論、緩和ケア特論、がん看護方法論、看護倫理ほか

－ 教　授 池　添　志　乃 看護理論と実践、看護基盤論、地域保健学専門演習、学校保健研究ほか

－ 教　授 池　田　光　徳 病態生理学、フィジカルアセスメント特論、がん病態生理学ほか

－ 教　授 内　田　雅　子 慢性期看護ケア研究ほか

－ 教　授 大　川　宣　容 クリティカルケア看護方法論、クリティカルケア看護学実践演習ほか

－ 教　授 田　井　雅　子 精神看護方法論、精神看護展開論、精神看護学実践演習ほか

－ 教　授 竹　﨑　久美子 看護倫理、看護基盤論、臨床倫理、老人看護ケア研究ほか

－ 教　授 時　長　美　希 看護基盤論、地域ケア研究、地域保健学専門演習ほか

－ 教　授 長　戸　和　子 家族看護論、家族看護援助論、家族ケア研究、家族看護学実践演習ほか

－ 教　授 中　野　綾　美 看護研究と実践、小児看護論、小児看護対象論、小児看護方法論Ⅰ・Ⅱほか

－ 教　授 野　嶋　佐由美 看護理論と実践、看護研究と実践、精神看護論ほか

－ 教　授 森　下　安　子 在学看護論、在宅看護展開論、在宅看護学方法論、看護マネジメント論ほか

－ 教　授 山　田　　　覚 看護管理論、ｼｽﾃﾑ経営管理論、看護ｻｰﾋﾞｽ管理論ほか

－ 特任教授 畦　地　博　子 こころの発達、精神看護論、精神看護方法論Ⅰ・Ⅱほか

－ 特任教授 中　山　洋　子 看護学の動向と展望


－ 特任准教授 NGATU NLANDU Roger グローバルヘルス論

－ 准教授 内　川　洋　子 看護管理展開論、看護サービス管理論、臨床看護管理研究ほか

－ 准教授 瓜　生　浩　子 家族看護論、家族看護援助論、家族と病気ほか

－ 准教授 川　上　理　子 在宅看護方法論、在宅看護展開論、在宅看護学実践演習ほか

－ 准教授 佐　東　美　緒 小児看護対象論、小児看護方法論、小児看護学実践演習、小児看護ケア研究ほか

－ 講　師 有　田　直　子 小児看護方法論、小児看護学実践演習、看護コンサルテーション論ほか

－ 講　師 石　川　麻　衣 看護基盤論ほか

　○看護学研究科看護学専攻＜博士後期課程＞

領　域 職　名 氏　　名 主たる担当科目

－ 教　授 藤　田　佐　和 がん看護学Ⅰ・Ⅱ、看護理論学、看護倫理学、看護学特別研究

－ 教　授 池　添　志　乃 看護理論学、学校保健学

－ 教　授 池　田　光　徳 医学研究方法論、看護病態生理学Ⅰ・Ⅱ、看護学特別研究

－ 教　授 内　田　雅　子 看護学特別研究

－ 教　授 田　井　雅　子 精神看護学Ⅱ

－ 教　授 竹　﨑　久美子 老人看護学Ⅰ

－ 教　授 時　長　美　希 看護学特別研究、地域看護学Ⅰ・Ⅱ

－ 教　授 長　戸　和　子 家族看護学Ⅰ・Ⅱ、看護学特別研究

－ 教　授 中　野　綾　美 小児看護学Ⅰ・Ⅱ、看護学研究方法Ⅰ、看護学特別研究

－ 教　授 野　嶋　佐由美 精神看護論Ⅰ、看護理論学、看護学研究方法Ⅰ、看護学特別研究

－ 教　授 山　田　　　覚 看護経営管理学Ⅰ・Ⅱ、看護研究方法Ⅱ、看護学特別研究
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３－２－２教員（大学院）

領　域 職　名 氏　　名 主たる担当科目

－ 特任教授 畦　地　博　子 精神看護学Ⅰ・Ⅱ

－ 特任教授 中　山　洋　子 解釈的看護学

－ 准教授 瓜　生　浩　子 家族看護学Ⅱ

　○看護学研究科共同災害看護学専攻＜博士課程＞

領　域 職　名 氏　　名 主たる担当科目

－ 学　長 南　　　裕　子 災害看護理論構築、災害看護研究デベロップメント

－ 特任教授 中　山　洋　子 博士論文、看護研究方法、理論看護学Ⅱ、看護学研究方法論Ⅴほか

－ 教　授 野　嶋　佐由美 看護研究方法、理論看護学Ⅱ、インディペンデントスタディ（演習）Ａほか

－ 教　授 山　田　　　覚 災害看護管理・指揮論

－ 准教授 神　原　咲　子 看護研究方法、災害看護管理・指揮論

－ 教　授 中　野　綾　美 看護研究方法

－ 教　授 藤　田　佐　和 理論看護学Ⅱ

－ 特任准教授 NGATU NLANDU Roger Professional Writing

－ 教　授 大　村　　　誠 環境防災学

－ 准教授 吉　川　　　孝 看護研究方法論Ⅴ

　○人間生活学研究科人間生活学専攻＜博士前期課程＞

領　域 職　名 氏　　名 主たる担当科目

福　祉 教　授 杉　原　俊　二 児童福祉論、児童福祉演習、課題研究演習

基　礎 教　授 宇　野　浩　三 住環境論、課題研究演習

基　礎 教　授 羽　田　行　男 教育学特論

基　礎 准教授 吉　川　　　孝 研究と倫理、課題研究演習

栄　養 教　授 一　色　健　司 研究方法論Ⅰ、データ解析論、環境解析論、課題研究演習

栄　養 特任教授 荻　沼　一　男 環境生態論、栄養・生活特論Ⅰ・Ⅱ、課題研究演習

栄　養 教　授 和　田　安　彦 人間栄養論Ⅰ、健康動態論、栄養・生活統計論、栄養・生活特論Ⅰ・Ⅱ

栄　養 教　授 渡　邊　浩　幸 研究方法論Ⅰ、食品科学論Ⅰ・Ⅱ、食物科学論、食品科学実践演習

栄　養 准教授 鈴　木　麻希子 人間栄養論Ⅱ、栄養・生活特論Ⅰ・Ⅱ、食生活論Ⅰ・Ⅱほか

栄　養 講師 竹井　悠一郎 人間栄養論Ⅰ

福　祉 教　授 田　中　きよむ 社会保障論、福祉行財政論、課題研究演習

福　祉 教　授 長　澤　紀美子 研究方法論Ⅱ、国際福祉論、国際福祉演習、課題研究演習

福　祉 教　授 丸　山　裕　子 精神科ソーシャルワーク論、課題研究演習

福　祉 教　授 宮　上　多加子 介護福祉論、介護福祉演習、課題研究演習

福　祉 准教授 鈴　木　孝　典 研究方法論Ⅱ、障害者福祉論、精神保健福祉論、課題研究演習

福　祉 准教授 西　内　　　章 研究方法論Ⅱ、ソーシャルワーク論、高齢者福祉論、課題研究演習

福　祉 准教授 山　村　靖　彦 研究方法論Ⅱ、地域福祉論、地域福祉ソーシャルワーク演習

文　化 教　授 五百藏　高　浩 英語文化論Ⅰ、英語教育学特論Ⅰ・Ⅱ、課題研究演習ほか

文　化 教　授 芋　生　裕　信 日本文化論Ⅱ、課題研究演習
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３－２－２教員（大学院）

領　域 職　名 氏　　名 主たる担当科目

文　化 教　授 大　村　　　誠 地域文化論Ⅱ

文　化 教　授 高　西　成　介 研究方法論Ⅲ、中国文化論

文　化 教　授 橋　尾　直　和 研究方法論Ⅲ、地域文化論Ⅰ

文　化 教　授 東　原　伸　明 日本文化論Ⅰ、課題研究演習

文　化 教　授 三　浦　要　一 地域文化論Ⅲ、課題研究演習

文　化 准教授 金　澤　俊　吾 英語文化論Ⅱ、英語学特論Ⅰ・Ⅱ、英語言語文化論演習Ⅰ

文　化 准教授 ジョエル・ヨース 日本文化論Ⅲ、国際日本学、国際日本学特論、課題研究演習

文　化 准教授 鳥　飼　真　人 英文学特論Ⅰ・Ⅱ、英語言語文化論演習Ⅱ

文　化 准教授 山　口　善　成 英語文化論Ⅲ、米文学特論Ⅰ、米文学特論Ⅱ、英語言語文化論演習Ⅱ

　○人間生活学研究科人間生活学専攻＜博士後期課程＞

領　域 職　名 氏　　名 主たる担当科目

福　祉 教　授 杉　原　俊　二 児童・家族福祉学、障害者福祉学、特別研究

共　通 教　授 宇　野　浩　三 居住環境学、特別研究

共　通 教　授 大　村　　　誠 地球環境解析学、特別研究

栄　養 特任教授 荻　沼　一　男 環境生態学、特別研究

栄　養 教　授 和　田　安　彦 健康動態学、特別研究

栄　養 教　授 渡　邊　浩　幸 食品機能学、特別研究

福　祉 教　授 長　澤　紀美子 国際福祉政策学、地域福祉学、特別研究

福　祉 教　授 宮　上　多加子 介護福祉学、地域福祉学、特別研究

共　通 教　授 五百藏　高　浩 言語・コミュニケーション論

共　通 教　授 東　原　伸　明 表象・メディア論

共　通 教　授 三　浦　要　一 居住文化論
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３－２－３教員（非常勤講師）

　【非常勤講師】（平成28年４月１日現在）

氏　　　名 専門分野(担当科目)

安　藤　麻　貴 フランス語基礎Ⅰ・Ⅱ、フランス語中級Ⅰ・Ⅱ
池　純　子 中国語基礎Ⅰ・Ⅱ

大　櫛　敦　弘 アジア思想史
小　幡　尚 日本史

坂　本　ひ　と　み キャリア形成セミナー
土　屋　京　子 ドイツ語中級Ⅰ・Ⅱ

シュテファン・フーク ドイツ語基礎Ⅰ･Ⅱ
穴　山　貴　嗣 病態と治療Ⅱ
家　保　英　隆 地域保健政策
泉　本　雄　司 心のしくみ
上　野　晃　子 助産診断論
浦　田　知　之 病態と治療Ⅰ
栄　徳　勝　光 公衆衛生学
健康管理論
大　迫　洋　治 人体の構造Ⅰ
人体の構造Ⅱ
大　西　広　志 病態と治療Ⅰ
大　森　貴　夫 病態と治療Ⅱ
岡　谷　恵　子 看護と政策
尾　崎　和　秀 病態と治療Ⅱ
小　野　憲　昭 病態と治療Ⅱ
金　澤　亜　錦 小児と疾患
上　村　直　人 心のしくみ
川　添　哲　嗣 在宅医療

川　原　由　佳　里 医療史
國　見　祐　輔 母性学
助産診断論
熊　田　孝　恒 行動科学
小　松　淳　子 母性学
助産学
小　松　利　広 微生物学
是　永　正　敬 微生物学
佐　々　木　潔 小児と疾患
清　水　翔　吾 薬理学
菅　沼　成　文 健康管理論
公衆衛生学
高　田　浩　史 病態と治療Ⅰ
高　橋　美　枝 病態と治療Ⅰ
高　畠　大　典 病態と治療Ⅱ
谷　口　睦　男 人体の機能Ⅰ
人体の機能Ⅱ
田　村　耕　三 病態と治療Ⅱ
土　山　芳　徳 病態と治療Ⅰ
手　島　恵 看護学の動向と課題

寺　石　文　則 病態と治療Ⅱ
砥　谷　和　人 病態と治療Ⅰ
所　谷　知　穂 小児と疾患

豊　田　誠 健康管理論
永　井　立　平 母性学
助産学
中　田　裕　生 小児と疾患
西　内　律　雄 小児と疾患

西　山　充 病態と治療Ⅰ
東　洋　一　郎 薬理学
弘　田　量　二 公衆衛生学
福　井　直　樹 病態と治療Ⅱ

看
護
学
部

文
化
学
部
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３－２－３教員（非常勤講師）

氏　　　名 専門分野(担当科目)

福　井　康　雄 病態と治療Ⅰ
福　永　一　郎 地域保健政策
藤　田　博　一 心のしくみ
細　木　信　吾 病態と治療Ⅰ
松　本　務 在宅医療
南　晋 母性学

三　宅　陽　一　郎 病態と治療Ⅱ
宮 澤 真 理 小児と疾患

宮 野　伊知郎 公衆衛生学
宮 本　寛 在宅医療

明 神 和 弘 心のしくみ
森 田 雅 範 病態と治療Ⅰ
山 本 寄 人 助産学、母性学
脇 川 晃 子 母性学、助産診断論

大　西　須　美　子　 臨床講義
奥　谷 　文　乃 人体の構造と機能及び疾病
加　藤　 誠　之 更正保護制度
川　口　　順　子 生活支援技術Ⅳ
増　田　匡　裕 心理学理論と心理的支援
谷　口　 睦　男 人体の構造と機能及び疾病
玉　里　恵美子 社会理論と社会システム
山　崎　正　雄 精神医学
片　山　訓　博 運動生理学
川　口　順　子 服飾造形実習、衣生活学
川　俣　美砂子 保育学
清　澤　秀　孔 生化学
富　永　麻　理 生化学実験
岩　郷　浩　二 英語コミュニケーション
大　井　方　子 社会調査基礎論
奥　野　克　仁 芸術論Ⅱ
片　田　一　義　 英語コミュニケーション

門　脇　加　江　子 芸術論I
サイモン・クインラン 英語コミュニケーション

駒　井　説　夫 健康スポーツ科学Ⅱ
柴　田　雄　介 英語コミュニケーション
清　水　直　樹 政治学、日本現代史

清　水　博 心の健康
マイケル・シャープ 英語コミュニケーション
竹　下　誠　一 地域メディア論
田　中　康　代 法学,司法制度と人権
常　行　泰　子 健康スポーツ科学I

福　江  等 英語コミュニケーション
福　江　満　子 英語コミュニケーション
別　役　和　利 英語コミュニケーション

フィリップ・ヘッド 英語コミュニケーション
細　居　俊　明 経済学、土佐の経済とまちづくり
本　間　聖　康 健康スポーツ科学I・Ⅱ
増　田　匡　裕 心の科学（心理学）
松　原　史　典 英語コミュニケーション
松　吉　明　子 英語コミュニケーション
宮　本　隆　信 健康スポーツ科学Ⅱ

看
護
学
部

共
通
教
養
教
育
科
目

健
康
栄
養

学
部

社
会
福
祉
学
部
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３－２－３教員（非常勤講師）

氏　　　名 専門分野(担当科目)

宮　本　祥　子 英語コミュニケーション
吉　田　祐　子 英語コミュニケーション

クリス・ライオンズ 英語コミュニケーション
李　賢　珠 英語コミュニケーション

鹿　嶋　真　弓 特別活動論
小　島　郷　子 家庭科教育法
島　田　希 教育課程論、教育カリキュラム開発論

　※　臨床教授
梶　原　和　歌
喜　多　村　泰　輔
吉　川　清　志
楠　瀬　伴　子
島　田　安　博
田　上　豊　資
田　鍋　雅　子
谷　聡　子
西　岡　豊
林　和　俊
堀　川　俊　一
明　神　美　恵
森　田　荘　二　郎
森　田　智　子
森　本　雅　徳
山　下　元　司

　※　客員教授

サミュエルメリット大学 近　藤　房　恵

共
通
教
養

教
育
科
目

高知医療センター
高知市保健所

近森会

高知医療センター
高知大学医学部附属病院
高知医療センター

教
職

課
程

高知医療センター

高知医療センター

高知医療センター
高知医療センター
高知医療センター
高知医療センター

高知県中央東福祉保健所
高知医療センター
高知県健康政策部
高知医療センター
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